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〈 １歳６か月児健康診査の部 〉

股関節開排制限

受診者数 開排制限

開排制限
及び

2項目以上
に該当

開排制限
及び

1項目に
該当 不明

14,278 967 116 32 22 57 5 851

％ 100.0 12.0 - - - - 88.0

14,314 717 14 2 3 9 - 703

％ 100.0 2.0 - - - - 98.0

紹介基準４項目内訳

要精査
該当者数 要精査 要経観 治療中 観察中 問題なし

前期 967 769 2 1 14 181

％ 100.0 79.5 0.2 0.1 1.4 18.7

後期 717 218 1 1 14 483

％ 100.0 30.4 0.1 0.1 2.0 67.4

要精査
該当者数

要精査
(紹介基準で発行)

基準を満た
さないが１
項目に該当

その他の
所見

前期 799 769 27 3

％ 100.0 96.2 3.4 0.4

後期 239 218 20 1

％ 100.0 91.2 8.4 0.4

（参照）統計資料 № 9～10

○乳児の股関節開排制限紹介基準による要精査状況

○乳児の股関節開排制限紹介基準による要精査該当者に対する医師の総合判定

○乳児の股関節開排制限に係る要精査者の状況

要精査
該当者数

前期

後期

紹介基準
４項目の
うち２項目
以上に該当

12.0
2.0

88.0
98.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

乳児前期 乳児後期

要精査該当者の状況

股関節開排制限

紹介基準４項目のう

ち２項目以上に該当

％

3.0 3.4

49.4

4.5
0.7 3.7

49.1

4.7

0.0

20.0

40.0

60.0

大腿・そけい皮膚溝の

非対称

家族歴 性別 骨盤位分娩

紹介基準４項目内訳
乳児前期 乳児後期％

受診者数に対する割合

ワンポイント
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Ⅰ　一般健診の部

１　実施状況

　　１歳６か月児健康診査を受託した３３市町村で、平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日

　までに８,６７３人の児が受診した。

　　情報処理業務受託６市町村の受診者数、５,９１５人を加えた１４,５８８人から県外等の対象

　外児５９人（18市町村）を除く１４,５２９人について集計した。

圏域 計

北部

中部

那覇

南部

宮古

八重山

　注）南城市・南風原町は受託外 （参照）統計資料 № 46　参考資料 № 5　

　注）（ ）は対象外児の人数

　

２　受診状況

　　平成２９年度は、受診者数１４,５２９人（平成28年度14,388人）で、対象者数が１６,０４７人で

　あることから、受診率は９０.５％となり(H28年度90.5％)、昨年度と同様である。

　　受診月齢をみると、１歳６か月～１歳８か月の間に８７.２％の児が受診している。　

単位：人

月齢

男

女

計

％

　　　　  （参照）統計資料 № 45　経年比較資料 № 25　

計

対象外児内訳

　　１歳６か月児健康診査月齢別受診状況

59人

健康診査の受託３３市町村

国頭村(1)　大宜味村　東村　今帰仁村　本部町
名護市　伊江村(3)　伊平屋村(1)　伊是名村(4)

恩納村　宜野座村(1)　うるま市　沖縄市(8)
読谷村(3)　嘉手納町(5)　北谷町(3)　中城村

豊見城市(2) 糸満市(4) 八重瀬町(1) 与那原町 久米島町
渡嘉敷村(1) 座間味村 粟国村 渡名喜村(1) 南大東村(2)
北大東村

宮古島市(2) 多良間村

石垣市　竹富町　与那国町

情報処理の受託６市町村

金武町(8)　北中城村
宜野湾市

那覇市(9)

西原町　浦添市

か月 か月 か月 か月 か月 か月
受診月齢

受診者数 平成 年度 平成 年度

一
歳
六
か
月
児
問
診
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３　発達

　　下の図は、１歳６か月児～８か月児の発達の通過率で、６か月児はグラフに、７か月～８か月児

　を右欄に示した。

１歳７か月 １歳８か月

％ ％

（参照）統計資料 № 68～ 77

1 ひとりで上手に歩ける（はい）

2 小さいものを（指で）つまめる（はい）

3 なぐり書きをする（はい）

4 目の動き、視力が気になる（いいえ）

5 聞こえが悪いと感じたことがある（いいえ）

6 「お目々どこ？」など身体の一部を

聞かれて指させる（はい）

7 意味のある言葉を３語以上話せる（はい）

8 ほしいものを指さしで要求する（はい）

9 言葉だけで簡単な指示に対応できる

（はい）

10 食事はさじを使って食べようとする（はい）

11 大人のまねをしたがる（はい）

12 絵本を読み聞かせると喜ぶ（はい）

13 極端な人みしり・場所みしりがある

（いいえ）

14 音や光に過敏に反応する（こわがる等）

（いいえ）

15 他の子どもに関心をもつ（はい）

16 ひとり遊びをする方を好む（いいえ）

軸ラベル
項 目

＜１歳６か月＞
％

   平成２９年度　１歳６か月児健康診査受診率

　○全国の１歳６か月児受診率は９６.４％

　（平成２８年度地域保健・健康増進事業報告の概況より）

（参照）統計資料 № 46　経年比較資料 № 25

受診なし渡名喜村

粟国村

久米島町

伊是名村

東村

国頭村

伊江村

渡嘉敷村

那覇市

北谷町

うるま市

金武町

伊平屋村

沖縄市

宜野湾市

嘉手納町

読谷村

名護市

本部町

恩納村

与那国町

糸満市

浦添市

西原町

宜野座村

南大東村

多良間村

八重瀬町

与那原町

中城村

北中城村

石垣市

大宜味村

今帰仁村

豊見城市

竹富町

宮古島市

座間味村

北大東村

平均

％

平均
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３　発達

　　下の図は、１歳６か月児～８か月児の発達の通過率で、６か月児はグラフに、７か月～８か月児

　を右欄に示した。

１歳７か月 １歳８か月

％ ％

（参照）統計資料 № 68～ 77

1 ひとりで上手に歩ける（はい）

2 小さいものを（指で）つまめる（はい）

3 なぐり書きをする（はい）

4 目の動き、視力が気になる（いいえ）

5 聞こえが悪いと感じたことがある（いいえ）

6 「お目々どこ？」など身体の一部を

聞かれて指させる（はい）

7 意味のある言葉を３語以上話せる（はい）

8 ほしいものを指さしで要求する（はい）

9 言葉だけで簡単な指示に対応できる

（はい）

10 食事はさじを使って食べようとする（はい）

11 大人のまねをしたがる（はい）

12 絵本を読み聞かせると喜ぶ（はい）

13 極端な人みしり・場所みしりがある

（いいえ）

14 音や光に過敏に反応する（こわがる等）

（いいえ）

15 他の子どもに関心をもつ（はい）

16 ひとり遊びをする方を好む（いいえ）

軸ラベル
項 目

＜１歳６か月＞
％

一
歳
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月
児
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診
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はい いいえ 小計 記入なし

毎日 時々 していない 小計 記入なし

　○毎日するに回答　　回／１日

件数 １～２回 ３～４回 ５回以上 小計 回数不明

％

　哺乳びんを使用している

件数

％

（参照）統計資料 № 79～81

　歯みがきは仕上げ磨きをしている

　飲み物はコップ等で飲める

ない

ある

食事で困っていること

偏食が

目立つ

食べさせ

にくい

食が細い その他

食事で困っていることの「ある」に回答（複数回答）

％

いいえ

はい

母乳を飲ませている

～ ～ ～ ～ ～ 以上

母乳を飲ませている「はい」に回答（回／１日）

いいえ

はい

哺乳びんを使用している

～ ～ ～ ～ ～ 以上

哺乳びんを使用している「はい」に回答（回／１日）

％

％

回数

回数

４　生活習慣

４-１　食習慣等

はい いいえ 小計 記入なし

ない ある 小計 記入なし

〇食事で困っていること「ある」に回答 （複数選択）

件数
偏食が
目立つ

食べさせ
にくい 食が細い その他 回答者数 記入なし

（複数選択）

牛乳 ミルク お茶・水
ジュース

類
イオン
飲料 その他 回答者数 記入なし

いいえ はい 小計 記入なし

　○母乳を飲ませている「はい」に回答　　回／１日
件数 １～２回 ３～４回 ５～６回 ７～８回 ９～１０回 １１回以上 小計 回数不明

いいえ はい 小計 記入なし

　○哺乳びんを使用している「はい」に回答　　回／１日

件数 １～２回 ３～４回 ５～６回 ７～８回 ９～１０回 １１回以上 小計 回数不明

単位　上段：人　下段：％

　母乳を飲ませている

　哺乳びんを使用している

食生活のしつけ

　朝食は毎日食べている

　食事・おやつ（間食）の時間は決まっている

　食事はよく噛んで食べる

　食事で困っていること

　よく飲んでいる
　飲みもの
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はい いいえ 小計 記入なし

毎日 時々 していない 小計 記入なし

　○毎日するに回答　　回／１日

件数 １～２回 ３～４回 ５回以上 小計 回数不明

％

　哺乳びんを使用している

件数

％

（参照）統計資料 № 79～81

　歯みがきは仕上げ磨きをしている

　飲み物はコップ等で飲める

ない

ある

食事で困っていること

偏食が

目立つ

食べさせ

にくい

食が細い その他

食事で困っていることの「ある」に回答（複数回答）

％

いいえ

はい

母乳を飲ませている

～ ～ ～ ～ ～ 以上

母乳を飲ませている「はい」に回答（回／１日）

いいえ

はい

哺乳びんを使用している

～ ～ ～ ～ ～ 以上

哺乳びんを使用している「はい」に回答（回／１日）

％

％

回数

回数

一
歳
六
か
月
児
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診
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○テレビ・ビデオ・スマホ・タブレット等を見る時間と就寝時間について

就寝時間

計

小計

記入なし

計

 （参照）統計資料 № 78、83

単位　上段：人　下段：％

４時間以内

４時間超

記入なし

見ない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

テレビ・ビデオ・
スマホ・タブレット等 ２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台 ２３時以降

２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台 ２３時以降

％

見ない ３０分以内 １時間以内 ２時間以内 ３時間以内 ４時間以内 ４時間超

１歳６か月児 テレビ・ビデオ・スマホ・タブレット等を見る時間と就寝時間

見ない ３０分以内 １時間以内 ２時間以内 ３時間以内 ４時間以内 ４時間超

％
１歳６か月児 テレビ・ビデオ・スマホ・タブレット等を１日に見る時間

４-２　睡眠

○起床時間

６時前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時以降 小計 記入なし

○就寝時間

２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台 ２３時以降 小計 記入なし

○昼寝時間

しない 30分以内 １時間以内２時間以内３時間以内 ３時間超 小計
記入なし・

不明

○夜間の睡眠時間

８時間未満 ８時間台 ９時間台 10時間台 11時間台 12時間以上 小計
記入なし・

不明

（参照）統計資料 № 78～79

○１日の睡眠時間（昼寝と夜間の睡眠）

８時間未満 ８時間台 ９時間台 10時間台 11時間台 12時間以上 小計
記入なし・

不明

単位　上段：人　下段：％

６時前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時以降

％

２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台 ２３時以降

％
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○テレビ・ビデオ・スマホ・タブレット等を見る時間と就寝時間について

就寝時間

計

小計

記入なし

計

 （参照）統計資料 № 78、83

単位　上段：人　下段：％

４時間以内

４時間超

記入なし

見ない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

テレビ・ビデオ・
スマホ・タブレット等 ２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台 ２３時以降

２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台 ２３時以降

％

見ない ３０分以内 １時間以内 ２時間以内 ３時間以内 ４時間以内 ４時間超

１歳６か月児 テレビ・ビデオ・スマホ・タブレット等を見る時間と就寝時間

見ない ３０分以内 １時間以内 ２時間以内 ３時間以内 ４時間以内 ４時間超

％
１歳６か月児 テレビ・ビデオ・スマホ・タブレット等を１日に見る時間

一
歳
六
か
月
児
問
診
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○昼間の保育と昼寝及び夜間の睡眠時間

夜間の睡眠時間

８時間
未満 ８時間台 ９時間台 １０時間台 １１時間台

１２時間
以上

記入
なし

しない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

３時間超

記入なし・不明

小計

％

しない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

３時間超

記入なし・不明

小計

％

（参照）統計資料 № 58、78～79

単位：人

昼寝昼間の保育

保育所

保育所以外

記入なし

計

計 ％

時間未満 時間台 時間台 時間台 時間台 時間以上 時間未満 時間台 時間台 時間台 時間台 時間以上

保育所 保育所以外

１歳６か月児 昼間の保育と昼寝及び夜間の睡眠時間
昼寝２時間以内 昼寝しない％

８時間未満 ８時間台 ９時間台 １０時間台 １１時間台 １２時間以上

保育所 保育所以外１歳６か月児 昼間の保育と夜間の睡眠時間％

○昼間の保育と昼寝及び就寝時間

就寝時間

計 ％ ２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台 ２３時以降 記入なし

しない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

３時間超

記入なし・不明

小計

％

しない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

３時間超

記入なし・不明

小計

％

（参照）統計資料 № 58、78～79

単位：人

計

昼間の保育 昼寝

保育所

保育所以外

記入なし

時前 時台 時台 時台 時以降 時前 時台 時台 時台 時以降

保育所 保育所以外

１歳６か月児 昼間の保育と昼寝及び就寝時間
昼寝２時間以内 昼寝しない

％

しない ３０分以内 １時間以内 ２時間以内 ３時間以内 ３時間超

保育所 保育所以外１歳６か月児 昼間の保育と昼寝％
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○昼間の保育と昼寝及び夜間の睡眠時間

夜間の睡眠時間

８時間
未満 ８時間台 ９時間台 １０時間台 １１時間台

１２時間
以上

記入
なし

しない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

３時間超

記入なし・不明

小計

％

しない

３０分以内

１時間以内

２時間以内

３時間以内

３時間超

記入なし・不明

小計

％

（参照）統計資料 № 58、78～79

単位：人

昼寝昼間の保育

保育所

保育所以外

記入なし

計

計 ％

時間未満 時間台 時間台 時間台 時間台 時間以上 時間未満 時間台 時間台 時間台 時間台 時間以上

保育所 保育所以外

１歳６か月児 昼間の保育と昼寝及び夜間の睡眠時間
昼寝２時間以内 昼寝しない％

８時間未満 ８時間台 ９時間台 １０時間台 １１時間台 １２時間以上

保育所 保育所以外１歳６か月児 昼間の保育と夜間の睡眠時間％

一
歳
六
か
月
児
問
診
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５　診察・検査結果

　　平成２９年度の１歳６か月児健康診査の受診児は１４,５２９人で、うち医師総合判定の結果

　問題なし児９,２８４人（63.9％）、要相談等の何らかの判定がある児が５,２４５人（36.1％）

　となっている。

　　診察所見及び検査については、診察所見の内容内訳は２,９２２件、検査結果異常等あり児

　２,５３１人で、延べ５,４５３件となっている。総合判定結果及び診察所見について分類した

　ものを以下に示す。

単位：人

問題なし 要相談 要経観
要精密
検査 要治療

現在
治療中

現在
観察中 小計

受診者数

％

　（診察所見及び検査内訳）

（１）有所見（件数） （有所見内訳）

発育 皮膚 頭頚部
顔面・
口腔 眼

耳鼻
咽喉 胸部

（有所見内訳）

腹部
そけい
外陰部 背部 四肢

神経・
運動

精神
発達

その他の
異常

(２)貧血検査の異常（件数）

（参照）統計資料 № 46

小計 貧血検査

小計

総合判定（実人員）

  判定結果異常等（実人員）

(１)診察有所見 (２)貧血検査の異常計

判定

○昼間の保育と１日の睡眠時間及び就寝時間

就寝時間

２０時前 ２０時台 ２１時台 ２２時台
 ２３時
以降 記入なし

８時間未満

８時間台

９時間台

保育所 １０時間台

１１時間台

１２時間以上

記入なし・不明

小計

８時間未満

８時間台

９時間台

保育所以外 １０時間台

１１時間台

１２時間以上

記入なし・不明

小計

　

（参照）統計資料 № 58、78～79

単位：人

記入なし

計

昼間の保育

 １日の睡眠時間
(昼寝と夜間の

睡眠時間) 計 ％

８時間未満 ８時間台 ９時間台 １０時間台 １１時間台 １２時間以上

１歳 か月児 昼間の保育と１日の睡眠時間

保育所 保育所以外％
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５　診察・検査結果

　　平成２９年度の１歳６か月児健康診査の受診児は１４,５２９人で、うち医師総合判定の結果

　問題なし児９,２８４人（63.9％）、要相談等の何らかの判定がある児が５,２４５人（36.1％）

　となっている。

　　診察所見及び検査については、診察所見の内容内訳は２,９２２件、検査結果異常等あり児

　２,５３１人で、延べ５,４５３件となっている。総合判定結果及び診察所見について分類した

　ものを以下に示す。

単位：人

問題なし 要相談 要経観
要精密
検査 要治療

現在
治療中

現在
観察中 小計

受診者数

％

　（診察所見及び検査内訳）

（１）有所見（件数） （有所見内訳）

発育 皮膚 頭頚部
顔面・
口腔 眼

耳鼻
咽喉 胸部

（有所見内訳）

腹部
そけい
外陰部 背部 四肢

神経・
運動

精神
発達

その他の
異常

(２)貧血検査の異常（件数）

（参照）統計資料 № 46

小計 貧血検査

小計

総合判定（実人員）

  判定結果異常等（実人員）

(１)診察有所見 (２)貧血検査の異常計

判定
一
歳
六
か
月
児
診
察
結
果
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①＜発育＞ 　　単位：件

件数
（％） 低身長 やせ 肥満 その他 記入なし 延べ件数

②＜皮膚＞ 単位：件

件数
（％） 湿疹

アトピー性
皮膚炎 皮膚炎 血管腫 母斑 その他 記入なし 延べ件数

③＜頭頚部＞ 単位：件

件数
（％） 大頭 小頭

大泉門
開大

リンパ節
腫大 その他 記入なし 延べ件数

④＜顔面・口腔＞ 単位：件

件数
（％）

舌小帯
短縮症

特徴ある
顔貌 その他 記入なし 延べ件数

⑤＜眼＞ 単位：件

件数
（％） 斜視

視力の
異常 眼瞼下垂 その他 記入なし 延べ件数

⑥＜耳鼻咽喉＞ 単位：件

件数
（％）

外耳の
異常

聴力の
異常 その他 記入なし 延べ件数

⑦＜胸部＞ 単位：件

件数
（％） 心音異常

呼吸音
異常 胸郭異常 乳房腫大 その他 記入なし 延べ件数

５-１　診察有所見の内訳

　有所見の内訳

　　受診者数１４,５２９人、うち診察所見のある児が２,９２２人（20.1％）となっている。

　　診察有所見は複数の記入がある場合、同部位内はシステム上１件のカウントになっている。

　部位内のすべての所見を含め延べ件数として示した。

計 発育 皮膚 頭頚部
顔面・
口腔 眼 耳鼻咽喉 胸部

件数

延べ件数

％

腹部
そけい
外陰部 背部 四肢

神経・
運動 精神発達

その他の
異常

（参照）統計資料 № 46 

発育

皮膚

頭頚部

顔面・

口腔
眼耳鼻咽喉

胸部

腹部

そけい

外陰部

背部

四肢

神経・

運動

精神発達

その他の異常
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①＜発育＞ 　　単位：件

件数
（％） 低身長 やせ 肥満 その他 記入なし 延べ件数

②＜皮膚＞ 単位：件

件数
（％） 湿疹

アトピー性
皮膚炎 皮膚炎 血管腫 母斑 その他 記入なし 延べ件数

③＜頭頚部＞ 単位：件

件数
（％） 大頭 小頭

大泉門
開大

リンパ節
腫大 その他 記入なし 延べ件数

④＜顔面・口腔＞ 単位：件

件数
（％）

舌小帯
短縮症

特徴ある
顔貌 その他 記入なし 延べ件数

⑤＜眼＞ 単位：件

件数
（％） 斜視

視力の
異常 眼瞼下垂 その他 記入なし 延べ件数

⑥＜耳鼻咽喉＞ 単位：件

件数
（％）

外耳の
異常

聴力の
異常 その他 記入なし 延べ件数

⑦＜胸部＞ 単位：件

件数
（％） 心音異常

呼吸音
異常 胸郭異常 乳房腫大 その他 記入なし 延べ件数

５-１　診察有所見の内訳

　有所見の内訳

　　受診者数１４,５２９人、うち診察所見のある児が２,９２２人（20.1％）となっている。

　　診察有所見は複数の記入がある場合、同部位内はシステム上１件のカウントになっている。

　部位内のすべての所見を含め延べ件数として示した。

計 発育 皮膚 頭頚部
顔面・
口腔 眼 耳鼻咽喉 胸部

件数

延べ件数

％

腹部
そけい
外陰部 背部 四肢

神経・
運動 精神発達

その他の
異常

（参照）統計資料 № 46 

発育

皮膚

頭頚部

顔面・

口腔
眼耳鼻咽喉

胸部

腹部

そけい

外陰部

背部

四肢

神経・

運動

精神発達

その他の異常

一
歳
六
か
月
児
診
察
結
果
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５-２　検査結果の内訳

 　貧血検査

　　　検査の実施は１４,４９８人（99.8%）で未検査は３１人（0.2%）となっている。実施者の内訳は

　　要精査は２１１人（1.5%）、栄養相談が必要な児は２,３２０人（16.0%）､正常は１１,９６７人

　　（82.5%）となっている。

単位：人

要精査
9.9ｇ/dl以下

栄養相談
10.0～10.9ｇ/dl

正常
11.0ｇ/dl以上

男

女

計

（参照）統計資料 № 48～49

未検査 計
検査実施
小計

％

か月 か月 か月 か月 か月 か月

月齢別検査結果（１歳６か月健康診査）
男児

か月 か月 か月 か月 か月 か月

要精査 栄養相談 正常

女児

月齢

％

％

⑧＜腹部＞ 単位：件

件数
（％） 腫瘤 臍ヘルニア その他 記入なし 延べ件数

⑨＜そけい外陰部＞ 単位：件

件数
（％）

そけい
ヘルニア 停留睾丸 真性包茎 尿道下裂 陰のう水腫 その他 記入なし 延べ件数

⑩＜背部＞ 単位：件

件数
（％） 脊柱側弯 その他 記入なし 延べ件数

⑪＜四肢＞ 単位：件

件数
（％） Ｏ脚 Ｘ脚

手足の
異常 指趾の異常 その他 記入なし 延べ件数

⑫＜神経・運動＞ 単位：件

件数
（％）

歩行の
異常

巧緻動作の
異常 麻痺 その他 記入なし 延べ件数

⑬＜精神発達＞ 単位：件

件数
（％） 言葉 行動 社会性 情緒 その他 記入なし 延べ件数
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５-２　検査結果の内訳

 　貧血検査

　　　検査の実施は１４,４９８人（99.8%）で未検査は３１人（0.2%）となっている。実施者の内訳は

　　要精査は２１１人（1.5%）、栄養相談が必要な児は２,３２０人（16.0%）､正常は１１,９６７人

　　（82.5%）となっている。

単位：人

要精査
9.9ｇ/dl以下

栄養相談
10.0～10.9ｇ/dl

正常
11.0ｇ/dl以上

男

女

計

（参照）統計資料 № 48～49

未検査 計
検査実施
小計

％

か月 か月 か月 か月 か月 か月

月齢別検査結果（１歳６か月健康診査）
男児

か月 か月 か月 か月 か月 か月

要精査 栄養相談 正常

女児

月齢

％

％

⑧＜腹部＞ 単位：件

件数
（％） 腫瘤 臍ヘルニア その他 記入なし 延べ件数

⑨＜そけい外陰部＞ 単位：件

件数
（％）

そけい
ヘルニア 停留睾丸 真性包茎 尿道下裂 陰のう水腫 その他 記入なし 延べ件数

⑩＜背部＞ 単位：件

件数
（％） 脊柱側弯 その他 記入なし 延べ件数

⑪＜四肢＞ 単位：件

件数
（％） Ｏ脚 Ｘ脚

手足の
異常 指趾の異常 その他 記入なし 延べ件数

⑫＜神経・運動＞ 単位：件

件数
（％）

歩行の
異常

巧緻動作の
異常 麻痺 その他 記入なし 延べ件数

⑬＜精神発達＞ 単位：件

件数
（％） 言葉 行動 社会性 情緒 その他 記入なし 延べ件数

一
歳
六
か
月
児
診
察
結
果
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６-１　要相談について

  　医師の診察結果で相談が必要な場合、専門職へつなぐ内容を示したものである。

　　項目においては複数の判定記入があり、それらも含め分類した。

６-２　要経過観察について

発達

貧血

身体発育

栄養

子育て

発達

予防接種

その他

不明

件数

１歳６か月児：要相談（ 件）

腎疾患

耳鼻咽喉疾患

顔面・口腔疾患

アレルギー疾患

栄養

眼科疾患

腹部・胃腸疾患

四肢の異常

神経・運動

頭頚部異常

そけい・外陰部異常

皮膚疾患

胸部・呼吸器・心疾患

発達

貧血

身体発育

言語発達

件数

１歳６か月児：要経過観察（ 件）

６　総合判定

　　受診者数１４,５２９人、うち総合判定の結果、問題なし児が９,２８４人、判定結果異常等あり児が

　５,２４５人となっている。

　　判定結果で複数ある判定内容も含め集計すると、問題なし９,２８４件、何らかの判定あり全てを

　含めると６,９８１件で、延べ１６,２６５件となっている。

判定 　判定結果異常等（実人員）

問題なし 要相談 要経観
要精密
検査 要治療

現在
治療中

現在
観察中 小計

受診者数

％

延べ件数

％

（参照）統計資料 № 46～47　経年比較資料 № 23

問題なし

要相談

要経観

要精密

検査

要治療

現在

治療中
現在

観察中



－ 44－ － 45－

６-１　要相談について

  　医師の診察結果で相談が必要な場合、専門職へつなぐ内容を示したものである。

　　項目においては複数の判定記入があり、それらも含め分類した。

６-２　要経過観察について

発達

貧血

身体発育

栄養

子育て

発達

予防接種

その他

不明

件数

１歳６か月児：要相談（ 件）

腎疾患

耳鼻咽喉疾患

顔面・口腔疾患

アレルギー疾患

栄養

眼科疾患

腹部・胃腸疾患

四肢の異常

神経・運動

頭頚部異常

そけい・外陰部異常

皮膚疾患

胸部・呼吸器・心疾患

発達

貧血

身体発育

言語発達

件数

１歳６か月児：要経過観察（ 件）

６　総合判定

　　受診者数１４,５２９人、うち総合判定の結果、問題なし児が９,２８４人、判定結果異常等あり児が

　５,２４５人となっている。

　　判定結果で複数ある判定内容も含め集計すると、問題なし９,２８４件、何らかの判定あり全てを

　含めると６,９８１件で、延べ１６,２６５件となっている。

判定 　判定結果異常等（実人員）

問題なし 要相談 要経観
要精密
検査 要治療

現在
治療中

現在
観察中 小計

受診者数

％

延べ件数

％

（参照）統計資料 № 46～47　経年比較資料 № 23

問題なし

要相談

要経観

要精密

検査

要治療

現在

治療中
現在

観察中

一
歳
六
か
月
児
診
察
結
果



－ 46－ － 47－

６-５　現在治療中について

６-６　現在観察中について

不明

その他

骨の疾患

腎・泌尿器疾患

顔面・口腔疾患

神経・運動

けいれん

そけい・外陰部異常

感染症

染色体・遺伝子異常

腹部疾患

眼科疾患

身体発育

てんかん

四肢の異常

発達

甲状腺・内分泌疾患

貧血・血液疾患

胸部・心疾患

アレルギー疾患

耳鼻咽喉疾患

呼吸器疾患

皮膚疾患

件数

１歳６か月児：現在治療中（ 件）

その他

背部疾患

けいれん

川崎病

耳鼻咽喉疾患・聴力の異常

顔面・口腔疾患

神経・運動

腎・泌尿器疾患

脳・頭頚部異常

貧血・血液疾患

呼吸器疾患

染色体・遺伝子異常

腹部・胃腸・肝機能疾患

皮膚疾患

四肢の異常

眼科疾患

そけい・外陰部異常

アレルギー疾患

発達

胸部・心疾患

身体発育

件数

１歳６か月児：現在観察中（ 件）

６-３　要精密検査について

　　注）その他に含まれる判定内容は、統計資料№ 36を参照

６-４　要治療について

その他

川崎病

甲状腺・内分泌疾患

背部疾患

アレルギー疾患

顔面・口腔疾患

耳鼻咽喉疾患

聴力異常

腹部・胃腸疾患

神経・運動

頭頚部異常

皮膚疾患

胸部・心疾患

発達

眼科疾患

そけい・外陰部異常

四肢の異常

身体発育

貧血

件数

１歳６か月児：要精密検査（ 件）

その他

眼科疾患

貧血

感染症（カンジダ）

顔面・口腔疾患

腹部・胃腸疾患

呼吸器・心疾患

皮膚疾患

耳鼻咽喉疾患

件数

１歳６か月児：要治療（ 件）
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６-５　現在治療中について

６-６　現在観察中について

不明

その他

骨の疾患

腎・泌尿器疾患

顔面・口腔疾患

神経・運動

けいれん

そけい・外陰部異常

感染症

染色体・遺伝子異常

腹部疾患

眼科疾患

身体発育

てんかん

四肢の異常

発達

甲状腺・内分泌疾患

貧血・血液疾患

胸部・心疾患

アレルギー疾患

耳鼻咽喉疾患

呼吸器疾患

皮膚疾患

件数

１歳６か月児：現在治療中（ 件）

その他

背部疾患

けいれん

川崎病

耳鼻咽喉疾患・聴力の異常

顔面・口腔疾患

神経・運動

腎・泌尿器疾患

脳・頭頚部異常

貧血・血液疾患

呼吸器疾患

染色体・遺伝子異常

腹部・胃腸・肝機能疾患

皮膚疾患

四肢の異常

眼科疾患

そけい・外陰部異常

アレルギー疾患

発達

胸部・心疾患

身体発育

件数

１歳６か月児：現在観察中（ 件）

６-３　要精密検査について

　　注）その他に含まれる判定内容は、統計資料№ 36を参照

６-４　要治療について

その他

川崎病

甲状腺・内分泌疾患

背部疾患

アレルギー疾患

顔面・口腔疾患

耳鼻咽喉疾患

聴力異常

腹部・胃腸疾患

神経・運動

頭頚部異常

皮膚疾患

胸部・心疾患

発達

眼科疾患

そけい・外陰部異常

四肢の異常

身体発育

貧血

件数

１歳６か月児：要精密検査（ 件）

その他

眼科疾患

貧血

感染症（カンジダ）

顔面・口腔疾患

腹部・胃腸疾患

呼吸器・心疾患

皮膚疾患

耳鼻咽喉疾患

件数

１歳６か月児：要治療（ 件）

一
歳
六
か
月
児
診
察
結
果
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８  栄養相談の対応

８-１　栄養士による相談有無と出生順位

　　栄養士の相談対応有無とその児の出生順位について集計したものである。

受診者数
相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

計

％

　注）栄養相談の内容に記載があるものを対象とした。

（参照）統計資料 № 56 

８-２  栄養士による相談有無とＨｂ値

　　栄養士の相談対応有無とその児のＨｂ値について集計したものである。

要精査 栄養相談 正常 要精査 栄養相談 正常

受診者数
9.9以下

10.0～
11.0以上 9.9以下

10.0～
11.0以上

計

％

　注）栄養相談の内容に記載があるものを対象とした。 （参照）統計資料 № 57 

第１子 第２子 第３子 第４子 第５子以上 不明

栄養相談あり 栄養相談なし 貧血検査

未検査

要精査 栄養相談 正常 要精査 栄養相談 正常

栄養相談あり 栄養相談なし

％
栄養士による相談有無とＨｂ値

栄養相談あり 栄養相談なし

１歳６か月児

％
栄養士による相談有無と出生順位

第１子 第２子 第３子 第４子 第５子以上

７  問診・保健相談等の対応

７-１　保健師による問診からの区分

　　問診からの区分は、問診担当保健師から各専門職へ、該当児等に対し特に配慮して欲しい内容を

　メッセージとして届けるためのチェック欄である。以下は、その内容項目を示したものである。

配慮する項目分類

延べ
件数 発達

家族
状況 既往歴

予防
接種 子育て

生活
習慣 主訴

実人員

実人員に対する割合 ％

（参照）統計資料 № 53

７-２　保健師による保健相談状況

　　保健師による保健相談の対応と医師による総合判定状況を示したものである。

医師の総合判定（実人員）

保健相談 受診者数 ％

要経観

結果説明

記入なし

計

％

（参照）統計資料 № 54

７-３　保健師による相談内容

　　保健師の保健相談で要経過観察とした内容を医師の指示と併せて示したものである。

要経過観察内訳

実人員 延べ件数 栄養 子育て 発達 発育 生活習慣 検査 疾病 その他 記入なし

％

％

（参照）統計資料 № 46～47、55

保健師

医師

現在
観察中

保健師による

要精密
検査

現在
治療中問題なし 要相談 要経観 要治療
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８  栄養相談の対応

８-１　栄養士による相談有無と出生順位

　　栄養士の相談対応有無とその児の出生順位について集計したものである。

受診者数
相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

相談
あり なし

計

％

　注）栄養相談の内容に記載があるものを対象とした。

（参照）統計資料 № 56 

８-２  栄養士による相談有無とＨｂ値

　　栄養士の相談対応有無とその児のＨｂ値について集計したものである。

要精査 栄養相談 正常 要精査 栄養相談 正常

受診者数
9.9以下

10.0～
11.0以上 9.9以下

10.0～
11.0以上

計

％

　注）栄養相談の内容に記載があるものを対象とした。 （参照）統計資料 № 57 

第１子 第２子 第３子 第４子 第５子以上 不明

栄養相談あり 栄養相談なし 貧血検査

未検査

要精査 栄養相談 正常 要精査 栄養相談 正常

栄養相談あり 栄養相談なし

％
栄養士による相談有無とＨｂ値

栄養相談あり 栄養相談なし

１歳６か月児

％
栄養士による相談有無と出生順位

第１子 第２子 第３子 第４子 第５子以上

７  問診・保健相談等の対応

７-１　保健師による問診からの区分

　　問診からの区分は、問診担当保健師から各専門職へ、該当児等に対し特に配慮して欲しい内容を

　メッセージとして届けるためのチェック欄である。以下は、その内容項目を示したものである。

配慮する項目分類

延べ
件数 発達

家族
状況 既往歴

予防
接種 子育て

生活
習慣 主訴

実人員

実人員に対する割合 ％

（参照）統計資料 № 53

７-２　保健師による保健相談状況

　　保健師による保健相談の対応と医師による総合判定状況を示したものである。

医師の総合判定（実人員）

保健相談 受診者数 ％

要経観

結果説明

記入なし

計

％

（参照）統計資料 № 54

７-３　保健師による相談内容

　　保健師の保健相談で要経過観察とした内容を医師の指示と併せて示したものである。

要経過観察内訳

実人員 延べ件数 栄養 子育て 発達 発育 生活習慣 検査 疾病 その他 記入なし

％

％

（参照）統計資料 № 46～47、55

保健師

医師

現在
観察中

保健師による

要精密
検査

現在
治療中問題なし 要相談 要経観 要治療

一
歳
六
か
月
児
診
察
結
果



－ 50－ － 51－

１　う蝕有病者率とう蝕の型別分類

　　平成２９年度（３９市町村）の１歳６か月児健康診査における、う蝕有病者率は２.２％で、

　平成２８年度（2.4％）と同程度である。

　　市町村間では０％～１３.３％（H28年度は0％～14.3％）と開きがある。

受診者の状況 　　単位：人

受診者数
（％） 健全者 う蝕有病者

　型別分類の構成比は、平成２８年度と同様である。

う蝕有病者の型別分類 　　単位：人

う蝕有病者数
（％） Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 記入なし

（参照）統計資料 № 50　経年比較資料 № 29

２　歯の状況

　　う歯数の占める割合は０.４％（H28年度0.5％）で前年度より減少している。また、一人

　平均のう歯数は０.１本（H28年度0.1本）であり、健診時に萌出している乳歯は一人平均

　１４.６本（H28年度14.6本）と、平成２８年度とほぼ同じである。

　　単位：本

現在歯数
（％） 健全歯 う歯

　　むし歯になった歯のほとんどが未処置であるが、処置歯が３.１％（H28年度2.3％）で有意な変化は

ない。

　　１歳６か月児ではむし歯の治療が困難であることが多く、そのほとんどは未処置であることが多い。

　　未処置の中には、う蝕進行抑制剤であるサホライドを塗布した歯を含んでいる。

う歯の内訳 　　単位：本

う歯数
（％） 未処置歯 処置歯 不詳

（参照）統計資料 № 50 　経年比較資料 № 29

Ⅱ　歯科健診の部

 受診状況

　　県内３９市町村（受託３３市町村、情報処理受託６市町村）のうち、平成２９年４月１日から

　平成３０年３月３１日までに歯科健診を受診した１４,４９０人の口腔状況である。

　　受診月齢は、１歳６か月から１歳８か月までの合計が８７.２％となっている。

　　受診率は９０.３％で、平成２８年度（90.1％）と同程度である。

単位：人

月齢 6か月 7か月 8か月 9か月 10か月 11か月 計

男

女

計

％

（参照）統計資料 № 50 　経年比較資料 № 27

本年度健診受診者の一人平均の萌出歯数は１４.６本である。

１歳６か月児健康診査受診状況（歯科）
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１　う蝕有病者率とう蝕の型別分類

　　平成２９年度（３９市町村）の１歳６か月児健康診査における、う蝕有病者率は２.２％で、

　平成２８年度（2.4％）と同程度である。

　　市町村間では０％～１３.３％（H28年度は0％～14.3％）と開きがある。

受診者の状況 　　単位：人

受診者数
（％） 健全者 う蝕有病者

　型別分類の構成比は、平成２８年度と同様である。

う蝕有病者の型別分類 　　単位：人

う蝕有病者数
（％） Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 記入なし

（参照）統計資料 № 50　経年比較資料 № 29

２　歯の状況

　　う歯数の占める割合は０.４％（H28年度0.5％）で前年度より減少している。また、一人

　平均のう歯数は０.１本（H28年度0.1本）であり、健診時に萌出している乳歯は一人平均

　１４.６本（H28年度14.6本）と、平成２８年度とほぼ同じである。

　　単位：本

現在歯数
（％） 健全歯 う歯

　　むし歯になった歯のほとんどが未処置であるが、処置歯が３.１％（H28年度2.3％）で有意な変化は

ない。

　　１歳６か月児ではむし歯の治療が困難であることが多く、そのほとんどは未処置であることが多い。

　　未処置の中には、う蝕進行抑制剤であるサホライドを塗布した歯を含んでいる。

う歯の内訳 　　単位：本

う歯数
（％） 未処置歯 処置歯 不詳

（参照）統計資料 № 50 　経年比較資料 № 29
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６　口腔習癖

　　口腔習癖のある児の状況は、前年度（H28年度14.2％）より増加している。

　　また、習癖の内訳割合については前年度と同様である。

　　単位：人

受診者数 あり なし
計

（％） 記入なし

習癖の内訳 （複数選択）　　単位：人

実人員
（％） 指しゃぶり おしゃぶり その他 不詳 延べ人員

　 （参照）統計資料 № 51

７　その他の異常

　　単位：人

受診者数 あり なし
計

（％） 記入なし

　 （参照）統計資料 № 51

３　歯の汚れ

　　歯の汚れの状況は、「少ない」と「多い」が減少し、きれいが６３.８％（H28年度58.1％）と

　増加している。

　　単位：人

受診者数 きれい 少ない 多い
計

（％） 記入なし

（参照）統計資料 № 51

４　軟組織の疾患

　　軟組織の疾患「あり」は６.６％（H28年度5.2％）で、前年度より増加している。

　　単位：人

受診者数 あり なし
計

（％） 記入なし

軟組織の疾患内訳 （複数選択）　　単位：人

実人員
（％） 小帯 歯肉 その他 不詳 延べ人員

（参照）統計資料 № 51

５　不正咬合

　　 不正咬合「あり」は５.５％（H28年度5.3％）で、前年度と同程度である。

　　 １歳６か月児健診時点での乳歯列は未完成であり、不正咬合有無の診断は困難な場合が多い。

　   また、不正咬合があったとしても、顎・顔面の発育にともない自然に改善することも多く、

　 ３歳児健診まで経過観察することが一般的である。

　　単位：人

受診者数 あり なし
計

（％） 記入なし

（参照）統計資料 № 51



－ 52－ － 53－

６　口腔習癖

　　口腔習癖のある児の状況は、前年度（H28年度14.2％）より増加している。

　　また、習癖の内訳割合については前年度と同様である。

　　単位：人

受診者数 あり なし
計

（％） 記入なし

習癖の内訳 （複数選択）　　単位：人

実人員
（％） 指しゃぶり おしゃぶり その他 不詳 延べ人員

　 （参照）統計資料 № 51

７　その他の異常

　　単位：人

受診者数 あり なし
計

（％） 記入なし

　 （参照）統計資料 № 51
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９　１歳６か月児う蝕有病者率

中城村

沖縄市

浦添市

那覇市

久米島町

読谷村

今帰仁村

八重瀬町

嘉手納町

与那国町

多良間村

北大東村

粟国村

座間味村

渡嘉敷村

金武町

　○全国の１歳６か月児う蝕有病者率は１.４７％

　（平成２８年度地域保健・健康増進事業報告の概況より）

 （参照）統計資料 № 50　経年比較資料 № 29

受診なし

東村

竹富町

南大東村

宮古島市

北中城村

恩納村

糸満市

うるま市

宜野湾市

与那原町

西原町

北谷町

本部町

名護市

石垣市

豊見城市

中城村

沖縄市

浦添市

那覇市

久米島町

読谷村

今帰仁村

八重瀬町

嘉手納町

与那国町

多良間村

北大東村

粟国村

座間味村

渡嘉敷村

金武町

宜野座村

伊是名村

伊平屋村

伊江村

大宜味村

国頭村

渡名喜村

平均

１歳６か月児う蝕有病者率

％

平均

８　歯科医師判定

単位：人

受診者数
（％） 問題なし 要助言 要経過観察 要精密検査 要治療 治療中

要助言の内訳 （複数選択） 単位：人

実人員
（％） 生活習慣 歯口清掃状態 治療済 不明 延べ人員

要経過観察の内訳 （複数選択） 単位：人

実人員
（％） 軟組織の疾患 不正咬合 口腔習癖 その他 不明 延べ人員

要精密検査の内訳 （複数選択） 単位：人

実人員
（％）

歯に
関すること 歯列咬合 軟組織・顎 未記入 延べ人員

歯科医師判定の内訳

　１　問題なしは５５.２％（H28年度57.7％）で、前年度より減少している。

　２　要助言は２６.７％（H28年度27.0％）で、前年度と同様である。

　３　要経過観察は１６.８％（H28年度13.9％）で、前年度より有意に増加している。

　４　要精密検査は、前年度と同様である。

　５　要治療については前年度と同様である。

　６　要治療の大部分は、むし歯の治療となっている。　

　（参照）統計資料 № 51
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９　１歳６か月児う蝕有病者率

中城村

沖縄市

浦添市

那覇市

久米島町

読谷村

今帰仁村

八重瀬町

嘉手納町

与那国町

多良間村

北大東村

粟国村

座間味村

渡嘉敷村

金武町

　○全国の１歳６か月児う蝕有病者率は１.４７％

　（平成２８年度地域保健・健康増進事業報告の概況より）

 （参照）統計資料 № 50　経年比較資料 № 29

受診なし

東村

竹富町

南大東村

宮古島市

北中城村

恩納村

糸満市

うるま市

宜野湾市

与那原町

西原町

北谷町

本部町

名護市

石垣市

豊見城市

中城村

沖縄市

浦添市

那覇市

久米島町

読谷村

今帰仁村

八重瀬町

嘉手納町

与那国町

多良間村

北大東村

粟国村

座間味村

渡嘉敷村

金武町

宜野座村

伊是名村

伊平屋村

伊江村

大宜味村

国頭村

渡名喜村

平均

１歳６か月児う蝕有病者率

％

平均

一
歳
六
か
月
児
歯
科
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〈 ３歳児健康診査の部 〉 
 
 

(付録) う蝕（むし歯）についての主な用語

1　う蝕の主な数値

　注）喪失歯とは、むし歯による喪失歯を指す

２　Ａ・Ｂ・Ｃ型別分類

１歳６か月児健康診査

Ｏ1　型

Ｏ2　型

被検者数
被検者全員の未処置歯・処置歯・喪失歯の合計

臼歯部および前歯部すべてにう蝕がある
（下顎前歯部のみにう蝕を認める場合も
含む）

う蝕感受性は著しく高く、広範性う蝕になる可能性が
強い

Ａ　型

Ｂ　型

Ｃ　型

う蝕はないが、口腔環境が悪い
（危険因子が多い）

近い将来、う蝕発生の可能性が強いと思われる

上顎前歯部のみ、または臼歯部のみにう
蝕がある

う蝕感受性は低い

臼歯部および上顎前歯部にう蝕がある う蝕感受性は高く、広範性う蝕になる可能性もある

 Ｏ　型

う蝕もなく、かつ口腔環境がよい
（危険因子が少ない）

う蝕感受性は低いものと思われる

乳歯う蝕罹患型 　　　　　　予後の推測現症

（1）う蝕有病者率（％）＝ ×　100

（2）う蝕有病歯率（％）　＝  ×　100

（3）一人平均萌出歯数（本）＝
被検者数

被検歯数

被検者数
未処置歯・処置歯・喪失歯のいずれかを１歯以上もつ者の数

未処置歯・処置歯・喪失歯の合計

被検者全員の健全歯・未処置歯・処置歯・喪失歯の合計

（4）一人平均う歯数（本）　＝




